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はじめに
　名古屋短期大学専攻科保育専攻（1）では留学プログラムを設置して、在籍期間中に留学をして海
外の保育士資格を取得することが可能である。このプログラムが設置されて10年が経過した。
この間、保育の留学ならではの事案もあり、いくつかの試行錯誤を経て今日に至っている。10
年という一つの区切りにあたり、これまでの保育の留学に関する教育のあり方を検証し、引き続
き同プログラムが教育的成果をあげ、ここで学んだ学生がその経験を社会に還元できることを
願ってこれまでの取り組みをまとめたい。
第１章　企画から準備まで
第１節　オーストラリアの保育者養成コース
　上記専攻科の前段である短期大学保育科では、１年次の夏休みに２週間の「海外保育実習」を
行っている。これは任意参加のプログラムで毎年１学年全体の３割程度（80～90人前後）が参
加していた。オーストラリアで保育園に実際に入って子どもに接する実習を行い、時には担任の
先生の指示の下、絵本読みや出席取りなどを行う機会もあるものである。また実習最終日には自
らが日本から準備したものを発表するなど、日本の実習と遜色ない内容で海外における保育の実
習を行ってきた。
　毎年行うアンケートでもプログラムに対する評価が高く更なる向上を考えている折、同プログ
ラム参加中の一学生より「２週間では短すぎる。長期の留学プログラムはないものか？」という
声が寄せられた。2007年度の海外保育実習の時の話しである。その言葉を受け、オーストラリ
アで保育の資格が取れるプログラムを持っている学校を訪ねた。TEFE（テーフ）と言われるオー
ストラリアの公立の職業専門学校である。
　キャンパスを訪ね、保育士資格取得のプログラムを紹介してもらい、その内容を担当者から説
明を受けた。その内容はしっかりしたものであり、おそらく件の学生に言ったら直ちに「行きた
い」と言うであろう、魅力的なものであった。カリキュラムの内容も説明いただき、それがしっ
かりとしたものであることも確認できた。そして当方が想定していなかったことは、オーストラ
リアでは保育士として働くことが可能な資格取得のための履修最短期間は６ヶ月余であったこと
である。
　日本では保育者養成校を経て保育士資格を取得するには最低でも短期大学の２年の履修期間が
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必要となる。それに対し、オーストラリアでは６ヶ月で［Certificate III］という資格を保育分野
で修了すると、保育者として就労が可能となることがわかった。日本で短期大学卒にあたる
［Diploma］コースもオーストラリアに用意されている。実際は Certificate IIIを取得した後、実際
に保育者として現場で働きながら Diplomaコースのある養成校で学ぶ、というケースが多い。
Diplomaを取得することで担任を持つことが可能になることから、Certificate IIIは【保育助手】
と訳すことができよう。これも立派な保育士資格の一つであり、有資格者の保育者として現場で
働くことになる。
　プログラムが半年であることから、専攻科のカリキュラムの中に組み込むことが可能ではない
かと思われたが、当時、TEFEでは、プログラムの新学期が２月からの開講であり、それ以外の
入学は受け入れていない、とのことであった。そのため、２年間という専攻科の在籍期間を考え
ると年度途中からの渡航は、本来の専攻科のカリキュラムと抵触し、２月からオーストラリアの
保育コースを学ぶことは専攻科の課程を所定の期間内に修了させようと思うと留学が不可能であ
ることが判明した。
　関係者とまるでパズルを解くかのように、留学期間と履修期間を向かい合わせながら可能性を
求めたが、その時点では一旦諦めざるを得ない状況となった。
第２節　保育の留学の実現に向けて
　一旦は諦めた保育の留学プログラムであるが、翌年の2008年に関係者より朗報があった。そ
れは TEFEのような公立校ではコースの開始時期が固定されているが、私立の高等職業専門学校
ならば、柔軟に対応できる、ということである。そのように紹介いただいたのがその後、十年間
に渡り学生を送ることになる Imagine Education Australia（Ltd.＝以降 Imagineと表記）である。
先方も海外の大学との提携は初めてであったが、前向きに検討していただき、直ちに組織のトッ
プが来日来校して保育の留学についての協議が行われた。その際、名古屋短期大学付属幼稚園を
見学していただき、当短期大学の保育に対する姿勢を説明し、更に留学プログラムを将来どのよ
うに位置づけていきたいのか（後述）について述べた。具体的な留学プログラムのシミュレー
ションが行われた。
　留学が予想される学生は短期大学保育科の卒業生であり、それらの者は保育科在籍の２年間の
中で特に英語について学ぶ科目はない。語学の科目を設置していないことから留学するにあたっ
て語学力（英語）を身につけることから始める必要があった。専攻科保育専攻は、短期大学で既
に保育士と幼稚園教諭の免許を取得した者がより高度な内容を有資格者として学ぶと位置づけら
れた課程である。取得科目に関しては短期大学で多くの科目を履修していることから、通常の四
年制大学の保育者養成プログラムの３年、４年生より時間的な余裕がある。そこでその分を留学
に振り分けることによって、留年することなく留学し、海外の資格を取得の上帰国させることが
可能となるわけである。
　関係者と協議を続け、その結果、①語学集中コース３ヶ月（15週間）　②保育コース６ヶ月
（24週間）　③予備期間３ヶ月と１年間の時間を割り振ることにした。具体的には①語学集中コー
ス４月～６月　②保育コース７～12月　③予備期間１～３月とした。
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第３節　留学プログラムの成立に向けての調整
　公立校では入学時期が固定であったのに対して、私立学校では可能になったのはプログラムが
ユニット制になっていたからである。それぞれの講義科目は独立ユニットになっていて、それぞ
れのユニットに対して課題をこなし合格を得ることでそのユニットの履修が完結する。独立ユ
ニットのため、必ずしも年度当初の第１課から履修する必要はなく、従って年度途中からの履修
が可能になるわけである（2）。
　語学集中コースにおける３ヶ月の英語の学習で、果たして一般のオーストラリア人と同じ教室
で保育コースを学ぶだけの語学力がつくか、というのが最大の懸案であった。上記に記した予備
期間の３ヶ月は、語学コースと保育コース、どちらでも所定期間内にクリアできなかった場合に
はこの期間を使って、年度内に資格を取得して帰国してもらうためであった。前例のない留学で
あるため、どのようになるかの見当が付かなかったというのが送り出した側の正直な感想であっ
た。
　相手側の学校 Imagineと確認していたことは、語学力が劣っていてもオマケで保育コースに上
げてほしくない、と言う点であった。15週間という期間を定めていたが、語学力の向上は千差
万別であり、もしこの期間に所定のレベルに達しない場合は、語学コース滞在を延ばすことも両
校で確認した。また学生にも留学説明会の時から15週間経ったら自動的に保育コースに進学で
きるわけではないことを申し伝えることを欠かさなかった。
　プログラムはあくまでも専攻科の既存のカリキュラム内での対応のため、名称をコースとはせ
ず［留学タイプ］とし、従来のものを「国内タイプ」と命名した。必修科目や実習日数など全て
同じである。教員が短期大学のオーストラリア保育実習で渡航する８月に、集中講義と留学指導
を行うこと、メールや Skype等のコミュニケーション手段を使っての指導という形で専攻科保育
専攻留学タイプの骨格が固まっていった。
第４節　渡航に向けての準備
　2008年度に前節に記した折衝が行われる中、既に希望学生は存在しており、翌年度からのプ
ログラム実施に向けて精力的に学内外での調整が行われた。予定では新年度４月からの渡航であ
るので、新年度開始前から渡航に向けての準備は始めなければいけなかった。しかし通常の保育
科の授業もある中での事前準備は困難をきたした。また１期生の１名はぎりぎりまで短期大学の
卒業が確定しなかったこともあり、準備は綱渡りの状況であった。2009年の１月から３月にか
けて集中的に渡航準備を行った。留学ビザ取得に必要な健康診断が地元名古屋では待ち人数が多
くて渡航に間に合わないため、遠方まで学生を連れて何度も往復をした。プログラムが始まる前
の２月、Imagine関係者が来校され、名古屋短期大学と正式に教育協力提携が成り、文書交換を
行った。
　未知の留学であるが、成功をさせなければいけないのが大学の務めであることは言うまでもな
い。初年度に限り、オーストラリア専門家を現地常駐として大学より委託し、学生の不慮の事態
に備えることにした。こうして慌ただしい準備の中、2009年４月11日、第１期生６名が中部国
際空港より保育の留学として飛び立った。
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第２章　保育の留学の実践
第１節　人文系四大留学の手法で指導する──１期生2009年度
　筆者はこのプログラム以前に留学指導には10年余携わってきた。いずれも人文系大学留学の
指導が中心であった。短期大学英語コミュニケーション学科の卒業生を対象に、オーストラリア
の大学に編入するもので、留学後も現地と国際電話を通して指導を行った。
　留学の渡航先には多かれ少なかれ日本人留学生が存在する。それらの者と日本語を話していて
は、語学力の上達しいては留学本来の目的である進学先の大学を卒業するというゴールが遠のい
ていく。当然のことながら、大学では、発表、レポート、小論文、卒業研究など全て英語での対
応が求められる。そのため、渡航後の留学指導として、渡航先で日本語を減らし現地日本人との
交流を控えるように指示してきた。そこには自身の留学経験に基づくこともあった。同じ人文系
の留学指導はそれ相応に機能し、指導した学生はオーストラリアの大学を卒業して帰国した。
　専攻科保育専攻科の留学指導の際も、当然それまでの経験に基づいて指導を行った。６人で同
行する留学であるが、仲間同士の積極的な交流は好ましいものとせず、自力で何事も学び自力で
学習に取り組むような形となるように学生指導を行った。６人はどちらかというと隔離的ともい
える遠方でのホームステイを各自で３ヶ月課した。日本語で話したり聞こえたりする環境を減ら
すのがその主旨であった。そのせいか、１期生の６名は特に仲良く助け合うという感じではなく、
個人の集合体としての１期生であり、連携、協力の度合いの少ないものとなった。それは筆者の
従来の人文系の大学留学の経験に基づくものであり、これが保育の留学ではいけないことに気づ
かされたのが次の２期生の時である。
第２節　保育の留学には独自の指導が必要──２期生2010年度
　2010年４月から渡航した２期生は１期生と同じく６名が留学した（3）。この期の学生は短期大
学時代に積極的にサークル活動を行ってきた者であり、従来の団結と協力の姿勢を留学先での仲
間の交流でも変えなかった。その結果、日本語を話す機会が多くなったかもしれないが、それよ
りもそこでの助け合い、時にはぶつかり合ったりする人間関係が彼女らをたくましい人間として
成長させた。留学中の指導に関して、担当指導教員の筆者は、各学生から２週間に１度のメール
による報告を行っていた。また必要に応じて Skypeを使っての音声通話もしたが、これは留学中
の問題が発生したときに対応するためにのみ使い、安易に日本語を使わない姿勢は１期生の時と
同じく指導の際は貫いた。
　メールを通しての指導で、学生が保育コースにおいて協力しながら実習や課題に取り組んでい
ることが明らかになった。これは１期生の時には学生から聞かなかった事柄である。語学力の伸
びが進まないことを心配したが、それ以上に保育現場（実習先）での助け合いや共同活動に基づ
く保育内容の工夫など極めて機能的に行われていることが判明した。筆者はここに至り、保育の
留学を、人文系の四大留学と同じ手法では好ましくないことを確信した。無事、保育コースを卒
業して帰国後、後輩のためにプログラムの改良点を聞いたところ、必須ホームステイの３ヶ月が
長すぎるとの意見が多かった。ホームステイは必要最小限で以下は学生の自主性に任せた方がい
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いのではないか、というものであった。
　２期生の経験を下に、事前の留学準備から保育の留学を意識した共同活動の必要性も盛り込ん
だ指導に転換させた。そして、かなり細かく時には厳しく指導してきたあり方から方向転換をし
て、より学生の自主性を重んじた留学スタイルに３期生においては転換するが、それが好ましく
ないことに気がつくことになる。
第３節　留学で自主性を重んじるのは一定の枠内でなければならないことを知る
　２期生は帰国後の最終学年で、留学で学んだ知識や知見を発揮したことから、当初は留学に対
する否定的な意見もあったキャンパス内の雰囲気も徐々にその効果を認めるものと変化していっ
た（後述）。その２期生の成果に基づいて、３期生10名の指導では学生の自主性を重んじる指導
にシフトし、必須ホームステイ期間も６週間に短縮させた。その後は引き続きのホームステイも
シェアハウスの移動も OKとした。
　このように、いわば「手綱を緩めた」形となった３期生の留学では自由奔放に振る舞う学生が
出始めた。専攻科のプログラムの中で留学していることを軽視し、教員の指導とコントロールが
効かない状況がいくつか発生した。具体的には、メールによる留学及び保育実習の報告が遅れる
学生が続出し、教員の指導も軽視する学生が出始めた。
　通常の（例えばゼミ等の）学生指導では１年間というタイムスパンを考えて指導を行う。時に
厳しく、時に優しく、というような強弱が指導の過程でも必要である。しかし留学に関しては春
休みの準備期間を経て４月に学生は海外に行き直接の指導はできなくなるので、出発前の準備期
間にしっかりと厳しく重要なポイントを指導しておく必要があることを３期生より学んだ。２期
生での経験から、留学先の学生の自主性を重んじる大切さに思い当たったが、これも完全自由で
はなく、一定の枠内での自主性でなければ大学のプログラムとしての留学は成り立たないことを
痛感した。幸い、３期生も全員保育コースを卒業して帰国したが、教員の指示が及ばず、コント
ロールのできない海外留学は、失敗につながる可能性があることを痛感させるものであった。筆
者自身はこの期の留学指導は失敗（学生の個人レベルのことではない）と位置づけている。
第４節　３年間の経験を下に根本的に留学指導を変更する──４期生2012年度以降
　４年目に入ると新たな経験として、他短大より志望者があったことである。他短大からの入学
者が原則４月の入学までに指導が及ばない。しかし現実的には４月の出発を見据えた場合入学前
の準備は不可欠であった。幸い東海地区からの希望者であったため、事前指導に問題はなかっ
た。留学タイプに入学予定者の新年会を催し、そこに他短大の学生を呼ぶなど、事前に顔合わせ
を含め協調性を作り出すための下準備を行った。
　なお、当時専攻科入試は２期に分かれて行われており、１期で不合格の者も再度受験をして合
格するというケースもあった。この期、１期で不合格になり、諦めた者がいたが、翌年度からの
制度変更に伴い、事実上この期が学内進学の【最後の不合格者】となった。翌年度からは四年制
大学と同じ扱いとして、原則名古屋短大保育科を卒業すれば専攻科志望者は進学が可能となった
ためである。
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いくつかの変更点
①　出発時期
　従来の４月出発を５月出発に改めた。それまでの３年間、いずれの学生も最終的には保育コー
スを所定の期間内で修了した。後ろに予備でとってあった３ヶ月がそれほどの期間が必要ないと
判断したことである。これによって出発前の１ヶ月間、専攻科の授業を設定できることで事前指
導がしっかりできることと、他短大からの入学者への対応も容易になるからである。また、５期
生の2013年度より出発時期の変更に併せて空路も変更し、従来の中部空港からの乗り換え便か
ら成田空港からの直行便とした。
②　訪問指導
　従来、短期大学が２週間オーストラリア保育実習で同地を訪問する時期に合わせて専攻科の現
地指導（集中講義を含む）を行っていた。しかし出発時期が遅れることで、上記期間ではまだ保
育コースが始まっていないことになった。そのため、別途11月に教員が渡航し、現地の実習園
訪問と留学指導を行うことになった。この指導は留学の成否を考える場合、非常に重要な役割を
果たすことが後にわかるようになる。
③　事前面談
　第４期生より時間を掛けて個別面談を実施することにした。留学指導では、ある程度の学生の
性格把握が重要であることを過去３年間で痛感した。普段学内で授業期間のみ接している学生
と、留学全般を通して見えてくる学生の姿は、時には大きく異なる場合もある。在学中のプログ
ラムとしての留学ということは、その全ての時間に大学側の指導力の責任が問われることにな
る。しかし学生は海外にいる以上、担当教員の口頭による指導に耳を傾けなかったり、大学側の
方針に従わなくても、大学側が強制的な手段（強制帰国等）を取ることは極めて限定される。３
期生の指導が効力を発しなかったとき、よりきめ細かな学生とのコミュニケーションの必要性を
感じた。しかし渡航後は英語の学習に集中してもらうため、出発前に時間を取り個別面談を始め
た。
事例１
　学生Ａは語学力も優秀で順調に保育コースも学んでいた。しかしこの間、同期の仲間と人間関
係がうまくいかなくなり他の者との距離ができて孤立感を深めていった。そんな中11月に現地
訪問指導のために教員が訪ねたところ、この学生は荷物をまとめてこのプログラムを諦める段取
りを始めていた。幸いコミュニケーションチャンネルを事前指導の際に確立していたので、Ａは
教員に正直に実情を話した。とりあえず急いだ行動を取らず年内はしっかりと学ぶことを助言し
た。周囲の学生も孤立しているＡの存在を気にしていたが、それぞれ自らの学習で手一杯である
ことを述べていた。しかしこのままではいけないということで有志が12月のＡの誕生祝いを企
画した。異国の地でのお祝いは今までのわだかまりを流すのには十分であり、結局Ａは最後まで
やり遂げ資格を取得して帰国した。
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　　学生Ａ（2013年12月）
　　　「ちょっと、、なにこれ Nagoya girls!! 誰よーー、、kindyからのやと思ってたらまさかの、、
あけてびっくり、いやほんとにびっくり。まさかこんなの用意してるなんてほんとにほん
とに予想してなかったよーー、、
　　　正直、三ヶ月ぐらい前から、自分の中でいろいろあって、Nagoya girlsに対して壁作って
たし、一旦距離を置いてしまったことによってなかなか歩み寄れない自分がいた、けど、
ほんとにほんとにみんな根はすっごくいい子で、この三ヶ月がすごいもったいなかったと
思った。ほんとに、ひとりひとりに返事返したいぐらい感動したよ、ほんとーーーにあり
がとう T_T
　　　Miso も Daniel もえりかさんも、ほんとにありがとう T_T
　　　あと三ヶ月、もっともっとみんなに歩み寄りたいと思いました。だから、ごはん行こう
ね！」
　　友人Ｂ
　　　「へっ。このやろーが！根わ弱いくせに強がって！頼ればいいのに（笑）
　　　あたしカード買ったわいいけど全然サプライズとかうまくできんくて、
　　　とゆーか過ぎちゃったのが申し訳ない。喜んでもらえて、よかったぜ *\(^o^)/*」
　　留学指導教員
　　　「人生、山あり、谷あり。そして一つずつそれらを超えて、一皮むけて人間として成長し
ていくんだよね。４期生は、出発前に不安が多少あったけど、それぞれ人間的に成長して
いることを実感できます。残り少なし。一日一日を大切に過ごしましょう。Happy 
Birthday!」
　　学生Ａ
　　　「ほんとに、先生にはいろいろ話したけど、ほんとにオーストラリア来て、いろんな面で
よかったな、って感じれます。あと三ヶ月、もう一回り大人になって帰ってこれたらいい
なー。」
　以上は、一見たわいもないやりとりに見えるかもしれない。しかしこのやりとりに留学におけ
る人間関係と心理の揺れ動きが凝縮されており、留学の成功の可否にもつながる重要な要素が含
まれていることをここでは指摘しておきたい。
④　事前指導授業（短期大学２年時）の設定
　短期大学２年時後期に、留学予定者を対象にした授業［海外の保育の英語］を設定した（設定
は2012年度で実際の開講は2013年度から）。短期大学は１学年定員240名の大所帯のため、人数
の関係で前半と後半のクラスでは授業は別立てであるため、同じ大学、同じ学科に所属しながら
原則同じ時間に机を並べて学ぶということがない。そのため専攻科留学タイプで初めて会話を交
わすことも珍しくない。それを少しでも準備段階から団結力と協調性を育む目的でこの科目を設
置した。この科目も当初は試行錯誤的な意味合いがあったが、徐々に学生の行動、言動から誰が
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留学時のリーダーがいいか、など指導する教員も学ぶ必要のあるものとなっていった。
⑤　事後指導授業（専攻科２年時）の設定
　当初、留学の事前指導は行っても帰国後、留学を総括するような科目は皆無であった。筆者も
帰国後の学生とは接する機会がなく、留学でどのような問題点があったか、帰国後に冷静に客観
的に見た声を聞く機会がなかった。何より、留学を通して得た広い視野を社会の動向に合わせて
考えてみたり論じてみる必要性を感じていた。こうして2013年度設置2014年度から開講の「学
ぶことと現代」という科目を設置した。これは留学タイプの学生が履修するものとして、各自が
社会時事の課題設定の下、授業で自由討議・討論としたもので、海外で得た価値観や視野をクラ
スの中でぶつけあうことで、専攻科修了後の更なる人間性の発展に寄与するものとして授業運営
を行った。これにより、留学タイプの事前指導と事後指導が授業科目上完成したと筆者は感じて
いる。
⑥　SNSと関連機器の有効活用
　当初、海外からの留学報告に電子メールを利用していた。２週間に一度、論文指導教員と留学
担当教員に現状を報告し、さらに論文指導教員には自らの論文と関連した資料収集を含めた現地
での活動について指導を受ける、というものであった。しかし現実に、報告の時期を忘れる者が
続出し、メールによる指導の機能不足を学科会議で指摘されるに至った。学生には留学中と言え
ども、同時に専攻科の１年生の学生であり、その履修も同時展開していることを改めて確認した。
　留学担当者としていくつかの伝達ツールを検討した結果、Facebookを留学指導に活用するこ
とにした。その理由は以下の通りである。
１　お互いが結びつくことによって提出時期を忘れるのを避けられる
２　保護者とつながっている場合も多く、保護者に写真を含め現地の様子を伝えられる
３　友人関係にも海外での様子を伝えられる
４　万が一携帯電話等機器が壊れた場合、つながっている者に一括で連絡できる
　報告は原則英語と日本語とし、同じ内容を両言語で記すことにした。またアカウントについて
は、留学期間中だけのものを新規に開設してもいいし、従来から持っているものでもいいものと
した。また関係者（教員、同期生）とつながる期間も留学期間のみとして以下は自由に解除でき
ることとして、あくまでも留学状況のレポート報告としての役割を強調した。こうした課題を課
すことの前提として、カメラ機能Wi-Fi機能の付いた i-podを大学備品として用意し、留学期間
中のみ貸与することで報告を義務化した。
SNS報告例
　　学生Ｂ（2018年６月）
　　　Report from Australia
　　　It’s getting colder gradually in Brisbane in contrast with Japan. Nowadays, so many things make 
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me be aware of lacks of my knowledge but it doesn’t make me just disappointed. I can feel glad to 
realize that it’s the most important things for my growth at the same time. 
　　　The most impressive thing is about government, as I was discussing governments each other 
countries with my Brazilian partner during a class, she knew Abe despite the fact that she’s never 
been to Japan. Whereas, I didn’t know about Brazil at all even the capital before I had heard it from 
her. I thought it’s no longer a disparity of English but knowledge and amount of experiences. Thank 
to that, I could recognize what to learn specifically. I hope to learn not only English but also many 
different genres of things.
　　　Incidentally, I got many friends from various other countries during a month. 
　　　First, I went to Eat Street with my sweet Taiwanese friend Karen and Rino on last Friday. Second, I 
had Korean style BBQ with my lovely Korean, Chilean and British friends on last Tuesday. 
Furthermore, I went to Victory to learn how to dance from gorgeous friend Maria last night. I 
thought that i need to improve my dancing skills more by next time.
　　　Thanks for giving awesome memorials, every my sweet friends.
　　　I hope to get amazing friends in next house.
　　　　日本とは反対にブリスベンは徐々に寒くなってきています。最近 自分の知識量の低さ
に気づかされ、落ち込むことが多々あります。ですがそれと同時に、私の成長にとって大
事なものに気づく事ができたことに嬉しさも感じています。
　　　　特に印象的であったのが政治のことについてです。授業でブラジル人のパートナーとそ
れぞれの国の政治について議論をした際、私はブラジルの首都さえも知らなかったのにも
関わらず、彼女は日本の安倍首相の存在を知っていました。
　　　　私はこれはもはや英語ではなく 知識と経験量の差であると感じました。そのおかげで、
私は改めて何を学ぶべきかより具体的に認識することができました。私はここで、英語だ
けでなく多くのジャンルの知識を身につけたいと感じました。
　　　　ところで、私はここに来て様々な国の友達を作ることができました！ まず、先週の金
曜日に台湾人のカレンと、りのと３人でイートストリートに行き、火曜日にはとっても素
敵な韓国、チリ、イギリス人の友達とサムギョプサルを食べに行きました。そして昨日は
セクシーなダンスの仕方を学ぶため、りの、てつ、マリア、セバスチャンと一緒にパブに
行きました。
　　　　全てがとっても楽しい時間で、一瞬でした。みんなありがとう。
　　　　新しい家でも素敵な友達ができますように。
　以上は、渡航後、英語コースで多くの国の学生と接して自身の知識のなさに気が付いたレポー
トである。留学するとき、「英語が話せるようになりたい」というのが通常の希望であり願望で
ある。しかし話せるようになったとき、話せる内容の知識が足りず、会話に乗っていけないケー
スが多々ある。上のレポートはそれを如実に表しており、渡航１ヶ月未満で気が付いた学生Ｂ
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は、学びの領域を語学から社会全般の知識に広げる意識を持ったのである。SNSのレポートを
通して、①学生がどのように自分の学びを位置づけているかを知る、②英語と日本語の両方で書
かせることで語学力の向上具合を知ることが出来る、などの意味からも定期的なレポートは重要
であると考えている。
⑦　ゼミの開設
　専攻科は従来、少人数による専門教育を謳っていた。しかし留学タイプの希望者増に現実が理
想に追いつかなくなってきていた。このため専攻科ではゼミナール（ゼミ）制を発足させ、７期
生の2015年度から［専攻科基礎演習］という科目が設定された。この期は留学タイプのみで30
名が入学し、留学指導教員だけではフォローできない側面もあり、ゼミ教員に留学指導でフォ
ローできない点のカバーをお願いした。
第５節　その後の発展
　前節のような改良を含めて留学タイプは回を重ねていった。その間の記録すべき事案を記す。
１　奨学金の給付（海外留学支援制度）
　国の留学支援に基づくもので、当プログラムが承認され、７期生の学生から月７万円の奨学金
が支給されている。これは経済的に厳しい者に大いに役立つものであった。なお、この奨学金は
［学位取得］を前提としているため、専攻科１年時に留学してオーストラリアの保育士資格を取
得し、その後、休学して引き続きオーストラリアに滞在するというような以前にあったケースは
不可能になった。
２　他短大からの入学者の定着
　当プログラムは定員が少ないこともあり大々的に外に広報は行っています。それにもかかわら
ず、［留学・保育］で検索すると出てくるという当専攻科保育専攻留学タイプには他短大卒業の
希望者が継続的に存在した。2019年度の11期生までの内、過半数の６期で他短大からの希望者
が入学している。
３　新たな留学先の開拓
　当初、オーストラリア、クイーンズランド州ゴールドコーストに送っていた学生を、希望者増
に対応するため、もう一カ所、ブリスベンにも提携校を持ち、送ることにした。いずれもブリス
ベンの Browns（語学コース）と Charlton Brown（保育コース）の両校である。2014年度に教育
協力提携を結び、2015年度の７期生から学生を送りだした。Charlton Brown校では従来の保育士
資格に加えてナニ （ー4）資格の取得が可能であることと、オーペア（5）として家族と滞在することも
可能となり、それを希望する者がブリスベンを留学先に選ぶようになった。
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第３章　留学プログラムの管理
　学生は海外に渡航するため、教員（大学）の手の届かない場所にいることになる。国内の学習
では、大学という学生にとっての［本職］とそれ以外の［私的な時間］に区分される。ところ
が、留学においては、海外にいること自体が学びの場としての［本職］とも考えられ、国内で言
うところの［私的な時間］との境界線が曖昧である。学生を送り出す大学としては、その辺に充
分な備えと管理を整えることが重要になってくる。本章では実務的な留学に関する必要事項を記
し、大学側が学生を海外に送り出す上で留意すべき点をまとめたい。
第１節　留学成功のためのツールとルール
　留学を送り出す側にとって、最大に留意すべき点は学生が無事帰国することである。これ以上
の重要事項は存在しない。危機管理に対する備えと考えは、学生自身と大学の両方が持ち合わせ
なければいけない。そのためには学生に課すルールをまとめると共に徹底が求められる一方、万
が一のケースに対応できる態勢を整えることが肝要である。
１　留学保険
　学生はオーストラリアの留学ビザを取得の際、健康保険料を納めないとビザが発給されない。
従って必要最小限の診察代は保証されているが、治療費や薬代は自己負担となり、共に費用は高
額になる。そのため、専攻科留学タイプでは全員に任意留学保険にはいることを義務づけてい
る。これにより、治療費と薬代がカバーされ、盗難や災害などの被害、及び自らが何らかのダ
メージを他者（社）に与えた場合に対して補償が受けられる。11ヶ月の保険料は高額であるが、
留学保険に加入させるのは必須と筆者は考えている。
２　各種届出
　まず公的機関への届け出として、現地領事館への在留届は全員提出させる。また海外における
投票権行使に必要な在留邦人選挙人登録については、国政選挙の比例区に投票できることを説明
する。ただし登録は個人の自由とする。
　次に大学（留学担当者）に提出させるものとして、毎月、月初めに①学校の在籍証明書（奨学
金に必要）　②住所届（大学側が学生の居場所を確認する）の二つがある。その他、居住地以外
の外泊の際の、③旅行届の提出を課している。
３　規則──どこまで［私的領域］に踏み込めるか？
　専攻科の留学に対して、海外での自動車の所有を禁止している（6）。最大の理由としては海外で
事故を起こした場合のリスク回避である。オーストラリアでは自動車は生活の必需品の一つでは
あるが、留学先のブリスベンとゴールドコーストはいずれも公共交通機関が発達していて交通の
便に不自由しないからである（7）。
　もう一点、住居でシェアハウスに住む場合、日本人同士（専攻科の仲間同士）で一緒に住まな
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いように指導している点である。他国の者とのシェアの方が語学力が伸びるという点もあるが、
それ以上に一緒に住むとなぜかその後の仲が悪くなるケースが多いからである。
　シェアハウスの住居、そして自動車の保有、共に個人の［私的な時間］の事柄、だと考えれば
大学がそれに介入することはない。現に国内であったならばそのような指導も指示もすることは
ない。しかしここが先述の、「海外にいること自体が学びの場としての［本職］とも考えられる
ケースとなりうる。指導する大学側としては、留学における私的な領域と大学からの留学という
公的な領域の境界線が曖昧な点が留学指導で苦慮する点である。筆者の経験では、頭ごなしに禁
止するのではなく、学生に大学側の願いと意向を示して理解をしてもらうことが重要だと感じ
る。ここでもコミュニケーションを通しての相互理解が大切である。
４　コミュニケーション──保護者と
　学生は保護者より経済的援助を受けて留学する場合がほとんどである。また大切な息女を海外
に初めて長期に一人で送り出すことへの保護者の不安も大きい場合もある。そのため渡航前に、
保護者説明会を開いて留学に対する理解と精神的援助も含めたサポートをお願いする。
　筆者は保護者説明会前の段階では、極力保護者に直接働きかけるのではなく、学生に情報を渡
してそれを保護者に伝える方式の指導・伝達を行っている。これは［伝える＝話す］事によっ
て、理解が深まると考えるからである。そうした上で保護者説明会にて疑問点をぶつけていただ
くようにしている。なお保護者説明会には必ず留学指導教員に加えて、留学受け入れ校（オース
トラリア）の教員、そして前年度留学して帰国した学生達、の参加を依頼し、留学経験者と現地
指導者の生きた声と情報を与えることによって息女を送り出す保護者に安心してもらうように試
みている。具体的には①経済面、②生活面、の二つにテーマを分けて留学のあり方を説明してい
る。
　毎年積極的に質問が出る。また保護者同士の連携もその場でできる場合もあり、総じて留学を
皆で一致団結して成功させるのだ、という意気込みと雰囲気を作ることも大学側の一つの役割で
はないかと筆者は考えている。
５　コミュニケーション──受け入れ学校と
　専攻科学生を受け入れてくれるオーストラリアの高等専門学校は、学生が帰国後にオーストラ
リア保育士資格授与式に必ず出席していただいている。また大学側教員がオーストラリアに渡航
の際も現地で懇談の機会を設けている。送り出す側、受け入れる側、双方の意思疎通が留学成功
に重要なポイントである。単に学生に関する情報交換にとどまらず、両国の社会時事案件、国際
関係、経済事情等、多岐に渡る。そうしたコミュニケーションを通して、広義の意味で学校同士
の異文化交流にも発展させていることを意識しながら会食の機会の時間をもっている。送り出し
ている学生の異文化交流を支援・論じる過程で、その当事者の学校同士も異文化交流の経験を積
み上げることにより、両者の関係性がより成熟の段階を迎えることにつながるのである。
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写真１　29名の修了生を出した７期生（2015年度）
第２節　留学プログラムをどのように位置づけたいと考えたか
　前例のない、保育の留学プログラムは、実践する一つ一つが、ある種の実験であり挑戦でも
あった。留学するに当たって、資格を取得して帰国した学生はどのような進路を進むのか、は送
り出す前、指導する側として不安でもあった。本節では、学生の帰国後の進路と留学担当者が思
い描いた構想と周囲の反応について記してみる。
１　帰国後の学生の進路
　留学プログラムは専攻科１年生の課程であるため、学生は帰国して１年間、学位論文に取り組
みながら、修了後の進路を模索することになる。修了後は国内で就職が一般的であるが、それ以
外に再留学、大学院進学、海外で就職、など、留学プログラム設定前の専攻科とは比べものにな
らないほど多彩な進路が見られる。また保育系の学科であっても従来の通常の保育園とは異な
り、インターナショナルプリスクール、英語教育に力を入れている幼稚園、など留学経歴を生か
した就職先を学生は選んでいる。
1-1　公務員を目指す
　名古屋短期大学は保育職としての公務員希望者が多く、また合格率も高い。しかし専攻科で留
学した者は、良い意味で公務員という「枠」にはまった職場を積極的に選ばない傾向にある。し
かし希望する学生はおり、それらの合格率は高くて100％に近い。これは自治体側が、国際色豊
かな経験をしている者を受け入れたいという思いを持っているところがあるからである。近年、
保育現場で外国籍児の人数は増えており、異文化対応のできる保育者は重用される場合もある。
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1-2　インターナショナルプリスクールを目指す
　この選択希望が最も多い。しかしまだ黎明期であるこの分野には園による格差が大きい。園の
経営に一般企業が参入し、年度途中に採算が合わぬと閉鎖して、園児も保育者も何のケアもなく
放り出されたケースもある。反面、地道に日本文化の中の英語という位置づけで国際人を目指す
英才教育のスクールもある。総じて言えることは、保育が中心のスクールでは留学帰りで海外の
保育士資格を取得した経験が生きるのに対し、語学（英語）習得をメインに行っているスクール
では、補助的な立場でしかなく、海外の資格取得の経験を生かせられない現状がある。
1-3　オーストラリアに再渡航して現地で保育職を得る
　せっかくオーストラリアの保育士資格を取得したわけなので、それを生かしたいと考える修了
生も多い。また待遇面でも時給ベースで考えれば日本より遙かに高給であることも魅力に映る。
オーストラリアで就職する場合はワーキングホリデービザを取得して渡航することになる。資格
を取得するために学んだ学校に、卒業生として就職の世話を頼むこともできる。多くの場合は、
フローティング（8）の非常勤職で実績を積んだ後、保育助手として常勤の仕事を得る場合が多い。
例：留学プログラムを経てオーストラリアの保育者資格を得たＣさんはワーキングホリデービザ
でオーストラリアに再渡航し、保育職での仕事を希望した。携帯電話を手に入れ、保育者登
録を行い、常勤保育者が急病等の当日の空きポジションの連絡を待つ形で仕事を始めた。Ｃ
さんは交通費（自払い）を考えるとプラスにならないオファーであっても受けた。いかなる
仕事でもオファーを拒否せずに細々ではあるが仕事を引き受け続けた。その結果、「Ｃさん
は断らないから」と仕事の量が増えた。そして臨時担当で出かけていった園でその実力を見
いだされ（認められ）、常勤のオファーをもらうに至った。
1-4　ごく普通の保育所に就職する
　留学の１年を［特別な経験］として、その１年が過ぎたら通常の保育者として働く者もいる。
この場合は、留学で得た資格で次を目指すというのではなく、留学自体が目的化しているケース
である。
1-5　その他
　英語教育に力を入れている園、大学院進学、保育系以外の就職、海外で更に上の資格のコース
に入る、など、多種多様である。また国際結婚をした者は事実婚を含めると10名近くになり、
通常の保育科卒業とは大きな違いである。
２　大学における保育の留学プログラムに対する反応
　2019年１月現在、全国で海外の保育資格を取得できるプログラムを持っているのは名古屋短
期大学専攻科と、同科のプログラムを基礎に新たに発足した桜花学園大学国際教養こども学科、
のみである。常に定員を大きく超えている専攻科留学プログラムを参考に他大学で同様のプログ
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ラムを作る動きはないのであろうか？
　専攻科の長期留学プログラム、そして短期大学の２週間の夏季海外保育実習はいずれも他大学
の関心を惹くプログラムのようだ。多くの大学から情報を求められたり質問が寄せられた。中に
は同種のプログラム（特に２週間のプログラム）に興味を持ち、具体的にその大学実施に向けて
具体的に検討されたケースもあった。しかしいずれのケースも本格的な実施には至らなかった。
社会一般に保育の留学には理解が及んでいない実情は大学関係者にも反映された。保育の留学に
興味がある人が見学や質問に来ても、その人が大学に戻ってその有用性を力説しても、他の関係
者に理解をもらうのが難しいのである。顧みれば、当専攻科保育専攻科に留学プログラムが出来
たときも、キャンパス内で激しい反対の声が聞かれた。そうした評価を変化させたのは２期生を
はじめとした帰国後の学生の明るくポジティブな振る舞いである。このプログラムは、留学をし
て全員が資格を授与されて帰国し、その後も積極的な姿勢で学問に取り組む、という真摯な姿勢
が評価され、徐々にキャンパス内の理解が浸透していった。
おわりに
　本稿では専攻科留学タイプの変遷を今後の発展に参考になることを願って記した。保育の留学
は、人文系の留学とは異なり、協力、共同の精神と行動が求められることがこの10年の経験を
経て確認できた点である。また実践を重ねることにより、それに対応した修正も行ってきた。
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2018年度末の時点で渡航した150名全員が一人の漏れもなく、海外で保育士資格を取得して帰国
している。筆者は学園内移動に基づき名古屋短期大学から桜花学園大学保育学部に異動したた
め（9）、今後このプログラムは新たな体制で引き継がれていく。桜花学園大学保育学部では、この
名古屋短期大学専攻科のプログラムを基本とした新学科［国際教養こども学科］が設置された、
筆者はそちらで学生を指導を始めた。このように保育の海外留学は引き続き発展しており、本稿
はこのプログラムのさらなる発展を願い、これまでの10年の足跡をたどりながら今後のあるべ
き姿を合わせて考察した。
註
⑴ 短期大学修了後さらに２年間の学ぶ機関で、所定の論文を執筆し課程を修了すると４大卒相当
の教育学士が授与されるコースである。
⑵ 具体的に言えば、入学時第５課から履修したならば、最後の24課まで学び、その後に１から４
課を履修すればよいわけである。
⑶ ６名のうち１名は桜花学園大学の卒業生であった。研究生の扱いでこのプログラムに参加した。
留学先での内容と指導は全て専攻科生と同一で行った。
⑷ ナニーとは保護者に代わって子どもを預かりしつけや勉強、情操教育などを教える乳幼児保育
の専門家のことで、イギリスを発祥としている。
⑸ オーペアとは外国で家族に入り、現地の子どもの世話をすることで滞在費用がかからない留学
制度のことである。所定の時間より多くの仕事（世話）をした場合には報酬も発生する。
⑹ レンタカーはオーストラリアにおいては25歳未満の貸し出しは行われていないので通常20歳で
留学する学生はレンタカーを借りることはできない。
⑺ 昨今は「新形態タクシー」であるウーバー利用も盛んで学生も利用している。
⑻ オーストラリアではランチタイムに保育者が食事（休憩）をしている間のみの臨時保育職など
園の状況に応じて仕事の依頼が来てそれに応じる「フローティング」と呼ばれるポジションが
ある。
⑼ 異動に伴い、筆者は今回が名古屋短期大学研究紀要執筆の最後になる。長年にわたり執筆の機
会（今年で23回目）をいただいた名古屋短期大学に御礼申し上げる。 
（受理日　2019年１月９日）
